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1997年度ω主な動き
1997年度の図書館活動は、近年の情報化の進展が凶書館に及ほ‘している影響を引
き続き図書館活動に実現化させていくことなどを中心に行われた。キーワードとな
ったのは「次期図書館システムJ、「情報環境の整備」、「資料購入費用の先細り」、「国
際協力」などである。
〈次期図書館システム開発〉
現行WINEシステムは1987年から運用を開始し、すでに10年を経過している。こ
の間、中央図書館のみならず各キャンパス図書館、研究所等の蔵書の書誌データを
データベースとして利用に供してきた。また、貸出業務などのシステム化も実現し、
図書館運営に大きな力となってきた。これまでに蓄えたデータは、 書誌データ130万
件、所蔵レコード250万件を数える大規模なデータベースとなっている。
しかし、この分野の発達は飛躍的なものがあり、最近開発されたシステムなどと
比較すると使い勝手の悪さなども目立ち、 利用者からの不満なども多く寄せられて
いるのが現状である。また、今後の図書館サービスを考えると、所蔵書誌の検索に
加え機能を拡大する必要がある。そこで、具体的な次期図書館システムの開発に取
り組んだ。予定では1998年9月末には次期図書館システムによる利用が開始される。
〈情報利用環境の整備〉
これまでの紙媒体を中心とする資料の収集、利用に加えて電子資料、外部データ
ベースの利用などが図書館に求められている。そのような資料の提供が今後一つの
中心的なサービスになるとの認識から、外部データベース利用のための端末コーナ
ー(学術情報検索コーナー)を 2階カード目録コーナー付・近に設置し、利用環境充
実につとめた。これらの端末からはインタ ネー ットを通じてOCLC(Online Com-
puter Library Center) FirstSearchサービスをはじめとする外部データベースにア
クセスが可能である。今後は提供すべき内容を一層充実させるつもりである。
〈資料収集費用問題〉
資料収集に関して大きな影響を与えているのは、とくに洋雑誌における版元価格
の高騰と為替の変動である。この両者は前年にくらべ約25%程度の価格高騰をもた
らした。そのため洋雑誌受入れの比重の重い理工学図書館や所沢図書館などやむな
く継続雑誌の打ち切りに踏み切らざるをえない箇所もここ数年でてきている。くわ
えて大学の財政見直し政策もあり、資料収集費用はかなり窮屈なものとなっている
のが現状である。
今後、費用の拡充を求めるとともに、これまで受入れてきた資料を利用者へ提供
するための手段の確保が問われていると考えている。
〈国際協力〉
1996年度235件だった海外大学図書館からのILL(Inter Library Loan)の申し込
み件数は、 1997年度は400件余りに増加した。中央図書館から海外に依頼した件数も
同様である。日本国内の大学図書館が海外ILLに消極的な状況のなかでは積極的に
行っていると言ってよいであろっ 。このょっに早稲田大学図書館へILL申し込みが
増えてきた背景には、早稲田遡及入力データのOCLC提供やホームページでの
WINEデータへのアクセスが可能になったことなどがある。
図書館活動が相互に補完しながら、自館の利用者にサービスを提供することが昨
今の図書館を巡る状況から必要不可欠となっている現在、早慶図書館協力の延長線
上に海外図書館との緊密な連携が重要になろう 。
1997年9月には米国研究図書館協議会 (ARL)から連携の申し入れも来ており、
図書館としては具体的検討に入っている。
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-学術情報課
-図書課
次期図書館システムの検討をメディアネットワークセンターと協力して前年度よ
り継続して行っている。今後の利用者サービスのために必要な機能をまとめた後、
個々の機能についてさらに詳細な検討を行い協力業者に次期製品への取り込み、あ
るいは、個別開発項目として求めてきた。1997年9月に業者と契約を結ぴ、具体的
な作業を続けている。
メディアネットワークセンターの 「電子図書館 ・博物館フ。ロジェクト」に協力し、
エルゼビア社の全文データrEESjと国立国会図書館の 『雑誌記事索引j(1993-96 
年分のデータ)をテストデータとして電子図書館パイロットシステムを構築した。
今後、電子図書館システムの実運用を期して検討を重ねたい。
WINEシステムへのデータ入力は、これまで中央図書館、高田早苗記念研究図書
館、戸山図書館、理工学図書館、所沢図書館、語学教育研究所図書室であったが、
1997年度から新たに演劇博物館図書室、国際部図書室が参入した。
今後の研究 ・学習活動を支援するため、中央図書館2階に 「学術情報検索コーナ
-Jを設け、インターネットにアクセス可能な端末26台を設置した。
1996年4月に図書館ホームページを開設したが、その後もさらに充実させるため
更新をしてきた。「学術情報検索コー ナー 」設置にともない、ホームページのメニュ
ーとして「学術情報リンク集」を設けた。図書館の蔵書とあわせて、インターネッ
ト上の各種データベースを研究・ 学習に活用していただきたい。
1997年度は図書課設置 2年目となり、課としてのまとまり、チームワークもでき
てきて、業務の流れも前年度と比較しスムーズに運ぶようになった。
図書課の目標とするところは、購入 ・寄贈を含めた総合的な図書(日本語 ・外国
語を合む)の選書 ・収集と、その内容的充実であり、早稲田大学図書館の蔵書構築
に貢献することである。このこと自体は完結するということがありえないことであ
って、評価することは難しいが、限りある図書購入予算を効率的に運用して、研究・
教育上必要な資料、後世にのこすべき貴重な資料を選ぴ、寄贈 ・交換による収集資
料とあわせて、いささかなりともコレクションを充実させ、その質的レベルを保ち
得たと考えている。今年度は和洋あわせて約3万冊の図書を受け入れた。
本年度は、 長年課題とされてきた洋書の蔵書評価の仕事に取り組み、英米文学、
歴史学の2分野につき、定評のある書誌にもとづいて、必須とされている基本図書
のうち何が欠けているかを調査した。この調査はまだ緒についたばかりであり、蔵
書全体のごく 一部をカバーしたにすぎないが、中央図書館における内容的ないわば
「自己点検Jとしてほとんど初めての試みであり、方法を検討ーしつつ今後も続けた
い。前年度からの選書アドヴァイザー制度も、かなり熱意のあるアドヴァイザーを
得てプラス方向にはたらいている。
このほか、今年度は各種展覧会の企画 ・実施運営、大正期文芸書のマイクロ化事
業、文学部 ・メディアネ ットワークセンターと共同の 『早稲田と文学』ホームペー
ジ作成などの仕事に、図書課のスタ ッフが中心となってかかわり、いずれも一定の
成果を得た。これらは、通常の業務の流れから離れた臨時的業務であるが、図書館
の行うべき情報発信の一環としてきわめて重要な位置づけをも っており、担当者に
とっては良い経験となることでもあるので、今後も機会あるごとに積極的に取り組
んでゆきたい。
• 3 • 
.整理課
-総合閲覧課
組織改革により整理課が発足して 2年目にあたる今年度は、入力メンバーも業務
に習熟し、新規受入図書以外に遡及入力図書、未入力図書等のWINEデータ化を予
定通り進める事ができた。
現在、整理課においてデータ化を行っている箇所は、中央図書館研究図書・一般
図書、高田早苗記念研究図書館とそれを構成する各図書室配架図書、語学教育研究所
図書室、国際部図書室、演劇博物館図書室である。国際部図書室、演劇博物館図書
室については、それぞれ1997年 5月と 9月にデータ化を開始した。国際部洋書と演
劇博物館洋書はOCLCレトロコンを利用して遡及入力を行う予定であり、演劇博物
館和書はWINEデータへの所蔵付けと新規データの作成を整理課内で行っている。
1997年度はこの間予定していたすべての入力箇所がWINEに参入する事ができ
た。今後、新規受入図書から順次、 OCLCレトロコン等を利用して、あるいは整理課
内において遡及入力、未入力図書のデータ化を推し進める予定である。
データ化で特に取り上げる事は下記の通りである。
和書に関しては、研究書庫内の明治期刊行図書の主要な主題を終え、残りの主題
について演劇博物館和書のオリジナル入力と平行して入力を行っている。演劇博物
館和書の半分(2万冊)のデータ化を現在終了している。他に、政・経両研究科学
生読書室の図書の高田記念図書館移管分のデータ化も行っている (洋書も同様)。
洋書は、中央図書館未入力コレクションのデータ化(杉文庫、マレー ・ワールド、
浅井氏旧蔵書、チャラナー・コレクション等)を行い、高田記念図書館では、箇所
配架のEDC、ILO、OECD、IMF等国際機関関係の資料をデータ化した。
1997年度の総合閲覧課の主要な業務目標として、急速な情報化の進展や資料媒体
の多様化に応じた利用サービス充実の具体化をあげた。これは開館5年経過後の見
直しゃ 『課題と将来構想Jをふまえたものである。
なかでも情報検索環境の整備充実には重点を置き、目録の一部移動を含め目録カ
ードコーナーを整備してお台のインターネ ット端末を設置、 学術情報検索コーナー
を設けた。またレファレンスカウンター脇にこれまでの 2台に加え、さらに 2台の
CD-ROM検索端末を増やし、より自由な情報検索利用の促進をはかった。従来より
図書館は情報検索室において種々の情報検索サービスを実施してきたが、物理的制
約からともすれば閉鎖的との指摘もないわけではなかった。自由な利用を可能とす
る今回の措置は、利用者から好感をもって受け止められている。
環境の整備に合わせ、図書館ホームページ上に「学術情報リンク集」を立ち上げ、
た。ネット上を流れる種々の学術情報のホームページにリンクを張ることにより、
他大学図書館の蔵書目録や各種学術関連情報に容易にアクセスが可能になっている。
またOCLCFirstSearchサービスやNACSIS-IR(学術情報センター)利用などインタ
ーネットを活用した利用の広報にも積極的に努めている。
上記の措置によって、学内で所蔵していない学術情報を利用する機会が増大する
ことを想定し、図書館聞の相互協力も強化している。今年は従来から行っている早・
慶ILLのより利用し易い環境整備に努めた。具体的にはメール便の増便と複写料金
の1枚10円への統ーである。この結果、双方の利用頻度は昨年度に比しでかなり増
加している。
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-雑誌課
-映像資料課
雑誌課では次期図書館システムへの移行も視野に入れ、特にここ数年WINEでの
所蔵データの整備を行ってきた。書誌については次期図書館システムの1998年秋稼
働という期限を考え、大幅な変更は行わず変遷などの整備を中心に行っている。
CD-ROMの利用増加にともない端末を 1台増設して 3台とし、またプリンターを
交換するなどハード面での整備を実施した。同時にソフト面でも新聞 ・雑誌関連の
CD-ROMを新たに購入した。
増加する資料を配架する棚の確保のためこれまでの 6段仕様を 7段仕様とした。
さらに1998年度予算により棚板を増設して当面はしのぐ予定である。
社会科学研究所がアジア太平洋研究センターに改組されることにともないこれま
で同研究所で管理していた雑誌・新聞がすべて中央図書館に移管された。そのうち
継続受入しているタイトルについてすべての重複調査等を行った結果、社会科学研
究所との協議のもとに移管後継続受入するものを選定し、購入手続および寄贈依頼
手続を行った。
早稲田大学図書館の所蔵する雑誌はその歴史から見て古い時代の製本はかなり傷
んでおり再度製本あるいは修理する必要に迫られている。早稲田大学にしかない貴
重なタイトルも多く、保存の必要性は極めて高い。厳しい財政状況ではあるが計画
的に保存対策を進めている。また新聞のマイクロ化についても市販されているもの
は購入し、それ以外は映像資料課でマイクロ化し資料保存と省スペース化をはかっ
ている。
和雑誌(中国語・ハングルを含む)、洋雑誌とも基本的には現在受入中のタイトル
についてすべて継続することとした。外国語雑誌については版元価格の高騰、円安
などにより厳しい状況となっているが、契約業者の見直しを行うことにより、利用
者からの購入希望に対し数タイトルを新規に受け入れた。また洋雑誌では所蔵雑誌
の欠号部分の補充を1996年度より計画的に行っているが、今年度も中古市場で探し
た結果かなりの部分が入手でき、来年度以降についても継続して行っていく予定で
ある。
< A V業務〉
ここ数年の利用者の動向を分析すると音声資料の利用者が減少し映像資料の利用
者が増大している。音声ブースを一部映像フ、、ー スへ改ー装し、利用者増に対応した。
映像ブース利用者の待ち時間のイライラ解消策として導入したボイスコールは 2年
目となり定着してきた。また、本年度もAV;tー jレで、上映会を開催した。上映方針は
著作権の問題に留意し、プログラムは上映会が図書館活動の一環との観点から「存
寄せ的」なものは排除し学生を啓発する内容とした。
資料購入費が厳しい状況の中でiAV資料選択基準jにもとづきさまざまなツール
を活用して教育支援に必要な資料を購入した。また高額であっても大学図書館とし
て必要な資料については購入するようにした。
AV資料については現在利用できる映像資料リストを図書館ホームページで公開
しており、来館者には目録カードおよび冊子体目録を作成して利用に供している。
国際会議場地下倉庫に保管されていた約3，000枚のSPレコードをMD(ミニ・ディ
スク)に媒体変換する作業が完成し、利用者に提供できるようになった。ソフト の
完成と同時にハードについても整備した。
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キャンパス図書館
・高田早苗記念研究
図書館
-戸山図書館
〈複写・マイク 口業務〉
夏季及び冬季休業期間の開室時間はこれまで16時であったが利用動向を勘案し、
資料閲覧を含めて17時まで1時間延長した。複写 ・撮影業務そのものは琳)ニチマイ
に委託して行っており順調に推移している。カウンター業務の中のレファレンスは
専任職員が担当し、受付 ・対応はニチマイの担当としている。
マイクロ資料に付随して増加するCD-ROM検索サービスを行えるような設備・環
境を整備することが従来からの課題であった。本年度、マイクロ資料閲覧室にCD
ROM検索端末を 1台設置した。同時に利用マニュアルの整備を行った。
アジア太平洋研究センタ一開設にともなう社会科学研究所からの移管資料の整理
はほぼ完了した。継続資料の受け入れを中心に資料の収集・整理を行った。
現在利用できるマイクロ資料リストを図書館ホームページに公開した。また、マ
イクロ資料室の所蔵する膨大な貴重資料を有効に利用していただくため、資料の内
容を圏内資料・外国資料の 2部門に分けて紹介した 『解題冊子目録』を発刊した。
1997年4月1日から、開館時間を 1時間延長し、閉館を午後10時とした。社会科
学研究科を中心とする夜間大学院学生の強い要望にこたえたものである。午後9時
以降の入館者は 1日平均5名、閉館時の利用者10名程度である。
大学院政治学研究科、経済学研究科の学生読書室閉鎖に伴い、同室の旧蔵書を高
田記念図書館で引受け、利用に供することとなった。ただし、 書庫スペースに余裕
が無いため、重複していない図書に限定した。現在移管作業中であるが、 3月末で
は、和書約1，000冊、洋書約3，000冊が整理され、高田記念図書館の蔵書に加えられた。
近年の情報化時代に対応するべく、 10月に 5階端末室の機器の更新を行い、イン
ターネット端末を 2台新設した。同時に、教職員専用であった同室の利用を、大学
院学生にも開放した。利用方法も特に手続きを要しない自由利用とした。おおむね
順調な利用率で推移している。
2月の入試期間中に、和書約16万冊につき蔵書点検を行った。開館(1994年4月)
以来初めての点検であったが、 j帯りなく完了した。閉館することなく作業を行った
ので、利用者の方々にはご迷惑をおかけしたが、快くご理解をたまわり感謝してい
る。ちなみに、 169冊の欠本が報告されている。
本年度は学習図書の充実を主な目標として活動した。主として学生の勉学用に配
架される学習図書は予算の増加と選書方法の改善によ って顕著に充実させることが
できた。選書方法の改善とは運営委員会の中に教員6名、館員2名の学習図書選書作
業部会を組織し、毎月の新刊本のなかから文学部キャンパスの図書館として必要な
資料を選定するものである。メンバーとなった方々の精力的な活動があって選書の
作業は以前に比べ格段に早まり新刊を速やかに配架することができるようになった。
戸山図書館、および各専修室では新しく受け入れた資料を収容するスペースに余
裕がなくなっている。今年度は日本文学専修室から溢れ出た雑誌について、戸山図
書館の所蔵分と一本化し重複分は処分することとした。また、学内他箇所より刊行
されている紀要については中央図書館の責任保存に依存することにより、戸山図書
館としては製本保存することを中止した。
書庫拡張策として研究図書の移動とそれに伴う 書架間隔の調整と増設を行った。
これにより書庫の有効容積を大幅に拡張することができた。
外部データベースの利用に関し、特にOCLCFirstSearchについてはサービス開始
時はIDの配付も多くあったが、その後の利用頻度は思ったほど伸長していない。文
学分野の研究にと って有効性が薄いためか、それとも利用しにくいためか、図書館
全体でその対策を検討しなくてはならない。
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園理工学図書館
-所沢図書館
理工学図書館にとって1997年度は外国雑誌見直しと情報化で大きな節目の年であ
った。
外国雑誌は過去数年10%ずつ以上値上がりしていたが、3年前までは円高により
値上け、を吸収していた。しかしー咋年より円安に転じて逆に実質的な値上がり率ア
ップとなり、現在の購入雑誌数を維持することが不可能となった。このため購入見
直しのためのワーキンググループを作り数回にわたり検討を行いつつ、全専任教員
へアンケート調査も行い、継続購入希望の調査を行った。この結果、購入外国雑誌
のおよそ 5分の lに当たる247誌を継続中止とすることとした。このことは研究者、
学生に大きな影響を与えることになるので、今後は電子ジャーナルの増誌、インタ
ーネ ットのホームページでの情報提供等を含め、さまざまな方面から利用者へのサ
ービスの維持に努める必要がある。
情報化については、 51号館にインターネット端末機2台と情報サーバが導入され
るなど進捗があった。この情報サーバにより 利用率の高い二次資料 rChemical
Abstractsjが研究室から利用できるようになるが、実際の運用は1998年度からとな
る。またOCLCFirstSearchの利用は前年比で2倍以上に伸びており、確実に利用が
定着してきている。しかし、こうした電子媒体の利用によりILL(資料の複写依頼等)
件数が予想を超えて増加しており、レファレンス体制を強化することが課題となっ
た。
学生読書室は昨年度に引き続き利用者環境の改善を進めており、利用者ゾーンの
大掃除を行い、サインや案内表示板等を新しいものに取り替えるなどして、快適な
利用環境の維持を心掛けている。
あらゆる視点から、図書館サービスにつながる事柄についてその具体化の可能性
を探り、 一つ一つ着実に実現させることを1997年度の基本方針とし、質 ・量共に高
まる利用者のニーズに柔軟な対応をした結果、いくつかの新しいサービスが実施で
きた。
ネットワーク環境を活用しての情報検索サービスの拡大を図るため、インターネ
ット上で利用できるNICHIGAI!WEBサービスを採用した。これにより 、利用頻度
の高い 『雑誌記事索引』がキャンパス内のどのパソ コンからも24時間6Usersまで同
時アクセスできるようになった。また、 BOOKPLUS(1926年から現在までの書籍情
報)・ジャーナルインデックス(ポピュラーな雑誌の記事索ヲ1)についても同様に同
時アクセス3Usersまでの利用が可能となり、利用者から好評を得ている。昨年度に
引き続きMEDLINEなど 6種類のCD-ROM版二次資料のネットワーク利用も定着
した。
二次資料の利用が盛んになれば、必然的に一次資料の要求も増加する。そこで、
ILLサービスの迅速化を図るために、学術情報センターのNACSIS-ILLの利用を開
始した。このことにより、学外 ・海外からの文献の取り寄せにかかる期間が短縮で
きた。今年度の学外へのILL申込件数は、約2，400件(海外への依頼70件を含む)
で、 H宇年度比40%増である。学内ILLの申込件数は、約2，400件で1宇年度比35%増で
ある。受付件数は約1.800件で昨年度比27%の増で、申込件数 :受付件数の比率は
4 3である。学外ILLの申込件数と受付件数の比率は 3 1である。
ホームページは図書館ニュースの項の新設、 OCLCFirstSearch等について指定の
ボタンをクリックするだけで利用できるよう検索方法の簡便化を図るなど積極的な
活用ができた。
図書館の利用を推進させるため、学部新入生全員に対し 「情報処理 1Jの授業の
一環としてオリ エンテーションを実施した。また学部学生・大学院学生・教員対象の
セミナ一、ゼミ単位でのビブリオグラフィック ・インス トラクションも数回行った。
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